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　超高齢社会のわが国で骨粗鬆症は喫緊の課題です。
私が専門としている脊椎脊髄領域でも骨粗鬆症に伴う
脊椎骨折や，それに伴う後弯や側弯などの脊柱変形が
増えていることを日々，実感しています。しかし全国
の骨粗鬆症検診率は低く，骨折を生じるまで骨粗鬆症
の検査も治療も受けていない割合は 80% という報告
もあります。今年 4 月からの健康日本 21（第三次計画）
には骨粗鬆症検診受診率 15% が目標値として掲げら
れています。
　2022 年度の診療報酬改定では，重症化予防の観点か
ら大腿骨近位部骨折術後患者に対する二次性骨折予防
継続管理料も新設されました。日本骨粗鬆症学会，日
本脆弱性骨折ネットワーク（FFN­Japan）などから示
された『日本版 二次骨折予防のための骨折リエゾン
サービス（FLS）クリニカルスタンダード』および『骨
粗鬆症の予防と治療ガイドライン』に基づいた骨粗鬆
症の評価・治療を行うと二次性骨折予防継続管理料が
算定でき，骨折手術や骨粗鬆症薬物治療を積極的に行
うことができます。一度脆弱性骨折を生じた患者の二
次性骨折リスクは極めて高くなるため，骨折治療を受
けた患者に再発する骨折を未然に防ぐことは，患者本
人や家族はもちろん，介護や医療経済の点からも極め
て重要です。FLS は骨折患者を対象に，早期に骨粗鬆
症の診断と治療を行うシステムであり，骨粗鬆症の治
療開始率と治療継続率を上げ，リハビリテーションに
よる転倒予防効果とともに二次性骨折を防ぎ，骨折の

連鎖を絶つことが期待できます。しかし多くの医師が
この診療報酬改定や FLS を認識し，その重要性を理解
している一方，早期骨折手術の実施や，病院と診療所，
他職種の連携などにはまだまだ現場での課題もあり，
十分には進んでいない現状も懸念されています。
　このような現状を踏まえ本号の特集は「大腿骨近位
部骨折における二次性骨折の予防」としていただきま
した。山本智章先生ご企画のもと素晴らしい内容に
なっており，企画者の山本智章先生をはじめ，貴重な
論文をご執筆いただきました著者の先生方に感謝いた
します。本特集の内容は，まず大腿骨近位部骨折二次
性骨折の疫学に始まり，骨折治療の他職種連携，
FFN­Japan についてご紹介いただいています。また
FLS に必須となる病院と診療所，地域の二次性骨折予
防のための医療連携に加え，薬物治療と栄養管理，リ
ハビリテーションに関する内容は，読者の皆様にとっ
て大変有益だと思います。さらに二次性骨折予防を主
眼とした FLS に加えて，一次骨折予防も含めた骨粗鬆
症リエゾンサービス（OLS）についてもご紹介いただ
いています。本特集は骨粗鬆症や大腿骨近位部骨折治
療とともに二次性骨折予防について網羅的に理解でき
る内容であり，本内容を参考に，多くの病院で二次性
骨折予防の取り組みを効率的に行い，骨粗鬆症患者の
二次性骨折回避につながることを期待しています。
 （今釜史郎）
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